
(57)【要約】

【課題】本発明は、紙幣挿入口の部分を除く紙幣識別装

置の前面を覆うマスク部によって紙幣挿入口を保護する

と共に、紙幣識別装置内部の紙幣挿入口とは離れた位置

にある光源からの光を導光部材を介して紙幣挿入口に誘

導し、それによって紙幣挿入口を広範囲にわたって光照

明して外部からの識別を容易にする紙幣識別装置を提供

することを目的とする。

【解決手段】本発明の紙幣識別装置は、本体部とマスク

部とを含む紙幣識別装置であって、本体部は、光源を備

えた主基板を含み、マスク部は、紙幣識別装置の前面に

位置するように形成された紙幣挿入口と、一方の端部が

紙幣搬送路と接続され、他方の端部が該紙幣挿入口まで

延在している紙幣シュート路とを含み、紙幣シュート路

の少なくとも１つの面は、光源から紙幣挿入口まで延在

する部分を含む導光部材で形成され、光源から発せられ

る光は、導光部材を介して紙幣挿入口に光学的に結合さ

れる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 本 体 部 と マ ス ク 部 と を 含 む 紙 幣 識 別 装 置 で あ っ て 、
　 該 本 体 部 は 、 光 源 を 備 え た 主 基 板 を 含 み 、
　 該 マ ス ク 部 は 、 該 紙 幣 識 別 装 置 の 前 面 に 位 置 す る よ う に 形 成 さ れ た 紙 幣 挿 入 口 と 、 一 方
の 端 部 が 紙 幣 搬 送 路 と 接 続 さ れ 、 他 方 の 端 部 が 該 紙 幣 挿 入 口 ま で 延 在 し て い る 紙 幣 シ ュ ー
ト 路 と を 含 み 、 該 紙 幣 シ ュ ー ト 路 の 少 な く と も １ つ の 面 は 、 該 光 源 か ら 該 紙 幣 挿 入 口 ま で
延 在 す る 部 分 を 含 む 導 光 部 材 で 形 成 さ れ 、
　 該 光 源 か ら 発 せ ら れ る 光 は 、 該 導 光 部 材 を 介 し て 該 紙 幣 挿 入 口 に 光 学 的 に 結 合 さ れ る 紙
幣 識 別 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 紙 幣 識 別 装 置 に お い て 、 該 導 光 部 材 は 、 該 光 源 と の 接 続 端 に お い て 少
な く と も 1つ の 光 源 の 大 き さ に 適 合 し た 横 幅 を 有 し 、 該 紙 幣 挿 入 口 ま で 延 在 し て い る 該 紙
幣 シ ュ ー ト 路 の 該 他 方 の 端 部 に お い て 該 紙 幣 挿 入 口 の 横 幅 に 適 合 し た 幅 を 有 す る よ う な 形
状 に 形 成 さ れ る 紙 幣 識 別 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 紙 幣 識 別 装 置 に お い て 、 該 マ ス ク 部 は 、 剛 性 部 材 で 形 成 さ れ る 紙 幣 識
別 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 紙 幣 識 別 装 置 に お い て 、 該 光 源 は 、 発 光 ダ イ オ ー ド (LED)で あ る 紙 幣
識 別 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 1に 記 載 の 紙 幣 識 別 装 置 に お い て 、 該 本 体 部 は 、 該 本 体 部 に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け
ら れ た 紙 幣 識 別 部 を 備 え 、 該 紙 幣 識 別 部 は 、 該 光 源 を 備 え た 該 主 基 板 を 含 み 、 該 マ ス ク 部
は 、 該 本 体 部 に 係 合 さ れ て お り 、 該 紙 幣 識 別 部 が 該 本 体 部 に 取 り 付 け ら れ た 場 合 に 、 該 光
源 か ら 該 導 光 部 材 を 介 し て 紙 幣 挿 入 口 に 至 る 光 学 経 路 が 形 成 さ れ 、 該 紙 幣 識 別 部 が 該 本 体
部 か ら 取 り 外 さ れ た 場 合 に は 、 該 光 学 経 路 は 形 成 さ れ な い 紙 幣 識 別 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 紙 幣 挿 入 口 の 部 分 を 除 く 紙 幣 識 別 装 置 の 前 面 を 覆 う マ ス ク 部 に よ っ て 紙 幣 挿
入 口 を 保 護 す る と 共 に 、 紙 幣 識 別 装 置 内 部 の 紙 幣 挿 入 口 と は 離 れ た 位 置 に あ る 光 源 か ら の
光 を 導 光 部 材 を 介 し て 紙 幣 挿 入 口 に 誘 導 し 、 そ れ に よ っ て 紙 幣 挿 入 口 を 広 範 囲 に わ た っ て
光 照 明 し て 外 部 か ら の 識 別 を 容 易 に す る 紙 幣 識 別 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 動 販 売 機 は 、 防 犯 カ メ ラ を 備 え て お ら ず 、 照 明 も 不 十 分 な 場 所 に 設 置 さ れ る こ と が 多
く あ る 。 従 っ て 、 自 動 販 売 機 の 内 部 に 格 納 さ れ た 紙 幣 を 窃 盗 す る 際 に は 、 比 較 的 長 時 間 を
要 し て も 、 目 的 を 達 す る こ と が 可 能 で あ る た め 、 十 分 な 数 の 人 員 も 十 分 な 装 備 も 必 要 と し
な い 。 自 動 販 売 機 の 内 部 に 格 納 さ れ た 紙 幣 の 窃 盗 の 際 に は 、 紙 幣 識 別 装 置 の 紙 幣 挿 入 口 を
破 壊 し 、 そ の 破 口 か ら 内 部 の 紙 幣 を 抜 き 取 る と い っ た こ と が よ く 行 わ れ る 。 従 っ て 、 か か
る 犯 罪 に 対 処 す る こ と が 可 能 で あ る 紙 幣 識 別 装 置 に 対 す る ユ ー ザ か ら の 強 い 要 請 が 存 在 す
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 の 問 題 を 解 決 す る た め の 1つ の 方 法 は 、 紙 幣 識 別 装 置 の マ ス ク 部 の 紙 幣 挿 入 口 の 縦
幅 を で き る 限 り 小 さ く す る と 共 に 、 紙 幣 挿 入 口 を 除 く マ ス ク 部 の 全 面 を 剛 性 部 材 で 形 成 し
、 紙 幣 挿 入 口 周 辺 の 強 度 を 高 め る こ と で あ る 。 し か し な が ら 、 上 記 の よ う に 紙 幣 挿 入 口 の
面 積 を 縮 小 し た 場 合 に は 、 照 明 が 十 分 で は な い 場 所 に 設 置 さ れ た 自 動 販 売 機 で 商 品 を 購 入
し よ う と す る 顧 客 が 紙 幣 挿 入 口 を 識 別 す る こ と を 困 難 に す る 。 従 っ て 、 照 明 が 十 分 で は な
い 場 所 に お い て 顧 客 が 容 易 に 紙 幣 挿 入 口 を 識 別 し 得 る よ う に す る た め に は 、 紙 幣 識 別 口 自
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体 に 発 光 機 能 を も た せ る こ と が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 例 え ば 、 実 公 平 2-38666号 公 報 に は 、 紙 幣 識 別 装 置 の 紙 幣 挿 入 口 を 集 光 性 樹 脂 か ら な る
材 料 で 形 成 し 、 そ の 紙 幣 挿 入 口 を 自 動 販 売 機 の 内 部 で あ っ て 紙 幣 識 別 装 置 の 外 部 に 配 置 さ
れ た 光 源 に よ っ て 照 射 し 、 紙 幣 識 別 装 置 の 紙 幣 挿 入 口 に 発 光 機 能 を 持 た せ た 構 成 が 開 示 さ
れ て い る 。 上 記 の 構 成 に お い て は 、 光 源 が 紙 幣 識 別 装 置 の 外 部 に 配 置 さ れ る た め 、 物 理 的
な 制 約 か ら 紙 幣 挿 入 口 と 光 源 と は 離 れ た 位 置 に 配 置 さ れ る 。 従 っ て 、 光 源 が 発 す る 光 の 強
度 は 、 相 当 大 き な も の で な け れ ば な ら ず 、 強 力 な 光 源 を 使 用 し た 場 合 で あ っ て も 、 紙 幣 挿
入 口 の 全 体 を 照 射 す る こ と は 不 可 能 で あ る 。 ま た 、 強 力 な 光 源 を 使 用 す る 場 合 に は 、 光 源
の 寿 命 の 観 点 か ら も 不 都 合 を 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 実 公 平 5-30215号 公 報 に は 、 光 を 透 過 さ せ る 材 料 で 紙 幣 挿 入 口 の 底 面 を 形 成 し 、
そ の 底 面 の 下 に 、 光 を 反 射 さ せ る 材 料 で 形 成 し た 角 錐 形 状 の 部 材 を 配 置 し 、 そ の 角 錐 形 状
の 部 材 の 内 部 に 発 光 ダ イ オ ー ド (LED)を 配 置 し 、 紙 幣 挿 入 口 に 発 光 機 能 を 持 た せ る 構 成 を
開 示 し て い る 。 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 LEDか ら の 直 接 光 と 角 錐 形 上 の 部 材 か ら の 反 射 光 に
よ り 、 紙 幣 挿 入 口 が 発 光 す る 。 し か し な が ら 、 上 記 の 構 成 に お い て は 、 角 錐 形 状 の 部 材 と
発 光 ダ イ オ ー ド (LED)と を 配 置 す る 必 要 が あ る た め 紙 幣 挿 入 口 の 開 口 部 が 大 き く な り 、 ま
た 、 紙 幣 挿 入 口 に 近 接 し た 部 分 に 他 の 基 板 を 配 置 す る 必 要 が あ る た め 、 製 造 工 程 が 複 雑 化
し 、 製 造 コ ス ト が 著 し く 増 加 す る と い う 問 題 が あ る 。 さ ら に 、 LEDの 周 辺 部 を 照 射 す る こ
と は 可 能 で あ る が 、 紙 幣 挿 入 口 の 全 体 を 照 射 す る こ と は 不 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 特 許 第 3220235号 明 細 書 は 、 紙 幣 挿 入 口 の 底 面 を 有 色 半 透 明 の 合 成 樹 脂 部 材 で 形
成 し 、 そ の 内 側 に 配 置 し た 基 板 に LEDを 配 置 し 、 紙 幣 挿 入 口 を 照 射 す る 構 成 を 開 示 し て い
る 。 上 記 の 構 成 を 採 用 し た 場 合 に も 、 上 記 と 同 様 に 、 製 造 コ ス ト が 著 し く 増 加 す る と 共 に
紙 幣 挿 入 口 全 体 を 照 射 す る こ と は 不 可 能 で あ る と い う 問 題 に 直 面 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 公 平 2-38666号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 公 平 5-30215号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 許 第 3220235号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 は 、 紙 幣 識 別 装 置 内 部 の 紙 幣 挿 入 口 と は 離 れ た 位 置 に 配 置 さ れ た 主 基 板
上 の 光 源 か ら の 光 を 導 光 部 材 を 介 し て 紙 幣 挿 入 口 に 誘 導 し 、 誘 導 し た 光 に よ っ て 紙 幣 挿 入
口 を 広 範 囲 に わ た っ て 光 照 明 し 、 そ れ に よ り 紙 幣 挿 入 口 に 近 接 し た 部 分 に 他 の 基 板 を 配 置
す る 必 要 性 を 排 除 す る こ と が 可 能 で あ る 紙 幣 識 別 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。 か か
る 構 成 に よ り 、 製 造 工 程 が 単 純 化 さ れ 、 製 造 コ ス ト の 著 し い 低 減 が 可 能 で あ る 。 さ ら に 、
本 発 明 は 、 光 源 か ら 導 光 部 材 を 介 し て 誘 導 さ れ た 光 に よ り 、 紙 幣 挿 入 口 の 中 心 部 分 の ご く
限 ら れ た 範 囲 の み な ら ず 、 紙 幣 挿 入 口 の 長 辺 に 沿 っ て 線 状 に 、 且 つ 、 紙 幣 挿 入 口 の 全 体 を
光 照 射 す る こ と が 可 能 で あ る 紙 幣 識 別 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に 従 っ た 紙 幣 識 別 装 置 は 、 本 体 部 と マ ス ク 部 と を 含 み 、 本 体 部 は 、 光 源 を 備 え た
主 基 板 を 含 み 、 マ ス ク 部 は 、 紙 幣 識 別 装 置 の 前 面 に 位 置 す る よ う に 形 成 さ れ た 紙 幣 挿 入 口
と 、 一 方 の 端 部 が 紙 幣 搬 送 路 と 接 続 さ れ 、 他 方 の 端 部 が 紙 幣 挿 入 口 ま で 延 在 し て い る 紙 幣
シ ュ ー ト 路 と を 含 み 、 紙 幣 シ ュ ー ト 路 の 少 な く と も １ つ の 面 は 、 光 源 か ら 紙 幣 挿 入 口 ま で
延 在 す る 部 分 を 含 む 導 光 部 材 で 形 成 さ れ 、 光 源 か ら 発 せ ら れ る 光 は 、 導 光 部 材 を 介 し て 紙
幣 挿 入 口 に 光 学 的 に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 の 紙 幣 識 別 装 置 に お い て は 、 光 源 を 備 え た 主 基 板 は 、 紙 幣 識 別 装 置 内 部 に 紙 幣 挿 入
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口 か ら 離 れ て 配 置 さ れ る 。 導 光 部 材 は 、 光 源 と の 接 続 端 に お い て 少 な く と も 1つ の 光 源 の
大 き さ に 適 合 し た 横 幅 を 有 し 、 紙 幣 挿 入 口 ま で 延 在 し て い る 紙 幣 シ ュ ー ト 路 の 他 方 の 端 部
に お い て 紙 幣 挿 入 口 の 横 幅 に 適 合 し た 幅 を 有 す る よ う な 形 状 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 上 記 の 紙 幣 識 別 装 置 に お い て は 、 マ ス ク 部 は 、 好 ま し く は 、 ダ イ カ ス ト 合 金 等
の 剛 性 部 材 で 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 の 構 成 に よ り 、 紙 幣 挿 入 口 と 光 源 と が 導 光 部 材 を 介 し て 離 れ た 位 置 に 配 置 さ れ る た
め 、 光 源 を 主 基 板 上 に 配 置 す る こ と に よ り 紙 幣 挿 入 口 に 近 接 し た 部 分 に 他 の 基 板 を 配 置 す
る 必 要 性 を 排 除 す る こ と が 可 能 と な る 。 従 っ て 、 製 造 工 程 が 単 純 化 さ れ 、 製 造 コ ス ト の 著
し い 低 減 が 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 上 記 の 構 成 は 、 光 源 か ら 導 光 部 材 を 介 し て 誘 導 さ れ た 光
に よ り 、 紙 幣 挿 入 口 の 中 心 部 分 の ご く 限 ら れ た 範 囲 の み な ら ず 、 紙 幣 挿 入 口 の 長 辺 に 沿 っ
て 線 状 に 、 且 つ 、 紙 幣 挿 入 口 の 全 体 を 光 照 射 す る こ と を 可 能 と す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 １ 図 は 、 本 発 明 に 従 っ た 紙 幣 識 別 装 置 の 断 面 を 示 す 図 で あ る 。 本 発 明 の 紙 幣 識 別 装 置
は 、 フ ロ ン ト 部 3を 前 面 に 備 え た マ ス ク 部 １ と 、 本 体 部 2と か ら な る 。 本 体 部 2は 、 紙 幣 識
別 部 2aと 紙 幣 収 容 部 2bと か ら な る 。 紙 幣 識 別 部 2aは 、 回 転 軸 14に よ り 本 体 部 2に 回 転 可 能
に 軸 結 合 さ れ 、 取 り 付 け 時 に は マ ス ク 部 1と 係 合 す る 。 マ ス ク 部 1は 、 紙 幣 識 別 装 置 の 前 面
に 位 置 す る よ う に 配 置 さ れ 、 挿 入 さ れ る 紙 幣 を 受 け 入 れ る 紙 幣 挿 入 口 5を 備 え る 。 ま た 、
マ ス ク 部 1は 、 一 方 の 端 部 が 紙 幣 挿 入 口 5ま で 延 在 し て お り 、 他 方 の 端 部 が 紙 幣 搬 送 路 に 接
続 さ れ て い る 紙 幣 シ ュ ー ト 路 8aを 備 え る 。 紙 幣 シ ュ ー ト 路 8aの 少 な く と も 1つ の 面 は 、 導
光 部 材 4で 形 成 さ れ る 。 少 な く と も 1つ の 面 は 、 上 面 で あ っ て も 底 面 で あ っ て も よ い 。 紙 幣
識 別 部 2aは 、 そ の 一 端 が 紙 幣 シ ュ ー ト 路 8aの 他 方 の 端 部 に 接 続 さ れ 、 挿 入 さ れ た 紙 幣 を 搬
送 す る 紙 幣 搬 送 路 8を 有 し て い る 。 紙 幣 識 別 部 2aが 、 本 体 部 2に 取 り 付 け ら れ 、 マ ス ク 部 1
と 係 合 し た と き に 、 紙 幣 搬 送 路 8は 、 紙 幣 挿 入 口 5か ら 紙 幣 収 容 部 2b内 の ス タ ッ カ ー に 至 る
一 の 通 路 を 形 成 す る 。 さ ら に 、 紙 幣 識 別 部 2aは 、 紙 幣 搬 送 路 8内 で 搬 送 さ れ て い る 紙 幣 を
識 別 す る 紙 幣 識 別 セ ン サ を 備 え て い る 。 紙 幣 収 容 部 2bは 、 本 体 部 2の 紙 幣 識 別 部 2aが 位 置
す る 部 分 の 下 方 に 取 り 付 け ら れ る 。 紙 幣 収 容 部 2bは 、 紙 幣 識 別 装 置 の 前 面 及 び 背 面 に 平 行
で あ り 、 且 つ 、 紙 幣 識 別 部 2aの 紙 幣 搬 送 路 8の 一 部 を 構 成 す る 面 と 平 行 に 向 か い 合 う 面 を
有 す る 。 紙 幣 識 別 部 2aが 本 体 部 2に 取 り 付 け ら れ た と き に 、 紙 幣 識 別 部 2aの 紙 幣 搬 送 路 8の
一 部 を 構 成 す る 面 と 平 行 に 向 か い 合 う 紙 幣 収 容 部 2bの 面 は 、 紙 幣 識 別 部 2aの 紙 幣 搬 送 路 8
の 一 部 を 構 成 す る 面 と 共 に 、 紙 幣 搬 送 路 8の 一 部 を 形 成 す る 。 紙 幣 収 容 部 2bは 、 ス タ ッ カ
ー に 誘 導 さ れ た 紙 幣 を 紙 幣 識 別 装 置 の 背 面 に 向 か っ て そ の 背 面 に 垂 直 な 方 向 に 押 圧 す る リ
フ ト 部 材 9と 、 ス タ ッ ク モ ー タ （ 図 示 せ ず 。 以 下 同 じ 。 ） と パ ン タ グ ラ フ 形 状 の 部 材 と を
含 み 、 ス タ ッ ク モ ー タ を 駆 動 さ せ る こ と に よ り パ ン タ グ ラ フ 形 状 の 部 材 を 伸 縮 さ せ 、 そ し
て リ フ ト 部 材 9を 移 動 さ せ る 駆 動 部 10と を 備 え る 。 紙 幣 収 容 部 2bは 、 駆 動 部 10が 配 置 さ れ
る ス タ ッ ク 部 と 、 紙 幣 収 容 ケ ー ス と か ら 構 成 さ れ る 。 リ フ ト 部 材 9は 、 紙 幣 搬 送 路 8を 介 し
て 紙 幣 収 容 部 2b内 の ス タ ッ ク 位 置 に 誘 導 さ れ た 紙 幣 を 整 列 さ せ 、 紙 幣 収 容 ケ ー ス に 収 容 す
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 1図 の 状 態 に お い て 、 紙 幣 挿 入 口 5に 紙 幣 を 挿 入 す る と 、 紙 幣 は 、 紙 幣 シ ュ ー ト 路 8aを
通 過 し 、 紙 幣 搬 送 路 8に 至 る 。 紙 幣 が 紙 幣 搬 送 路 8に 至 る と 、 紙 幣 入 口 セ ン サ 12が 紙 幣 の 挿
入 を 検 知 す る 。 紙 幣 入 口 セ ン サ 12は 、 紙 幣 搬 送 路 8の 一 方 の 側 に 紙 幣 の 搬 送 方 向 に 向 か っ
て 光 源 12bと 受 光 セ ン サ 12cと を 主 基 板 6に 配 置 し 、 光 源 12bに よ り 発 せ ら れ る 光 を 紙 幣 に 向
か っ て 照 射 し 、 紙 幣 を 透 過 し た 光 源 12bよ り の 光 を 紙 幣 搬 送 路 8の 他 方 の 側 か ら 再 度 紙 幣 に
照 射 す る よ う に 導 く た め の 前 記 紙 幣 搬 送 路 8の 他 方 の 側 に 配 設 さ れ た プ リ ズ ム 12aと を 備 え
構 成 さ れ る 。 こ の よ う に 構 成 さ れ る 紙 幣 入 口 セ ン サ 12は 、 紙 幣 搬 送 路 の 一 方 の 側 か ら 紙 幣
に 照 射 さ れ る 光 と 他 方 の 側 か ら 照 射 さ れ る 光 の 双 方 が 紙 幣 に よ っ て 遮 光 さ れ る 際 の 受 光 セ
ン サ 12cの 出 力 の 変 化 に 基 づ い て 紙 幣 の 挿 入 を 検 出 す る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 紙 幣 挿 入 セ ン サ 12に よ り 紙 幣 の 挿 入 が 検 出 さ れ る と 、 紙 幣 搬 送 モ ー タ 7を 起 動 し 、 紙 幣
搬 送 手 段 （ 図 示 せ ず 。 以 下 同 じ 。 ） を 駆 動 す る 。 紙 幣 識 別 部 2aに は 、 紙 幣 搬 送 路 8に 沿 っ
て 搬 送 位 置 検 出 セ ン サ 13が 設 け ら れ て お り 、 搬 送 位 置 検 出 セ ン サ 13は 、 紙 幣 の 搬 送 位 置 を
検 出 す る 。 挿 入 紙 幣 が エ ス ク ロ 位 置 に 到 達 す る と 、 到 達 し た 挿 入 紙 幣 が 紙 幣 搬 送 路 8を 逆
戻 り し な い よ う に シ ャ ッ タ 部 材 15に よ り 紙 幣 搬 送 路 8を 閉 鎖 す る 。 シ ャ ッ タ 部 材 15に よ る
紙 幣 搬 送 路 8の 閉 鎖 ま で の 間 に 、 紙 幣 位 置 検 出 セ ン サ 13、 紙 幣 挿 入 セ ン サ 12の 順 で 紙 幣 を
検 出 し た 場 合 に は 、 紙 幣 の 不 正 な 抜 き 取 り が 行 わ れ た と 判 断 し 、 紙 幣 識 別 手 段 は 、 紙 幣 判
定 信 号 を 出 力 し な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 紙 幣 識 別 セ ン サ が 紙 幣 の 有 効 性 を 判 定 し 、 そ の 紙 幣 が 有 効 で あ る と 判 定 す る と 、 シ ャ ッ
タ 部 材 15が 紙 幣 搬 送 路 8を 閉 鎖 す る 。 紙 幣 の 識 別 は 、 磁 気 セ ン サ と 光 セ ン サ と を 併 用 す る
こ と に よ り 行 わ れ 、 挿 入 さ れ た 紙 幣 に つ い て パ タ ー ン マ ッ チ ン グ を 行 う こ と に よ り 紙 幣 の
真 偽 を 判 定 す る 。 紙 幣 識 別 セ ン サ は 、 上 記 の 判 定 の 際 に 、 あ る レ ン ジ の 範 囲 内 に あ る 紙 幣
を 有 効 な 紙 幣 で あ る と 判 定 す る 。 紙 幣 識 別 セ ン サ が 、 挿 入 さ れ た 紙 幣 が 有 効 で は な い と 判
断 し た 場 合 に は 、 シ ャ ッ タ 部 材 15が 紙 幣 搬 送 路 8を 開 放 し た 状 態 で 、 そ の 紙 幣 は 、 紙 幣 搬
送 路 8と 紙 幣 シ ュ ー ト 路 8aと を 紙 幣 挿 入 方 向 と は 逆 に 通 っ て 紙 幣 挿 入 口 5に 戻 さ れ る 。 紙 幣
識 別 セ ン サ が 、 挿 入 さ れ た 紙 幣 が 有 効 で あ る と 判 断 し た 場 合 に は 、 紙 幣 識 別 手 段 は 、 紙 幣
判 定 信 号 を 出 力 し 、 そ の 紙 幣 は 、 紙 幣 収 容 部 2b内 の ス タ ッ カ ー に 搬 送 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 近 年 の 犯 罪 に 対 応 す る た め 、 マ ス ク 部 1に 形 成 さ れ た 紙 幣 挿 入 口 5は 、 好 ま し く は 、 ダ イ
カ ス ト 等 の 剛 性 部 材 か ら な る マ ス ク 部 1に よ り 保 護 さ れ る 。 紙 幣 挿 入 口 5は 、 挿 入 方 向 に 垂
直 な 紙 幣 の 断 面 に 適 合 し た 矩 形 形 状 に 形 成 さ れ 、 紙 幣 識 別 装 置 の 上 面 に 平 行 な 長 辺 と 、 紙
幣 識 別 装 置 の 右 側 面 及 び 左 側 面 に 平 行 な 短 辺 と か ら 構 成 さ れ る 。 短 辺 は 、 好 ま し く は 、 7
乃 至 12mmの 範 囲 の 寸 法 幅 を 有 す る 。 従 っ て 、 周 囲 に 照 明 の な い 場 所 に 配 置 さ れ た 自 動 販 売
機 の 場 合 に は 、 夜 間 に 顧 客 が 紙 幣 挿 入 口 5を 識 別 す る の を 極 め て 困 難 に す る 。 こ の よ う な
こ と か ら 、 何 ら か の 方 法 に よ り 、 紙 幣 挿 入 口 5を 示 す 手 段 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 本 体 部 2内 の 主 基 板 6上 に 配 置 さ れ た 光 源 11と 、 光 源 11に 光 学 的 に 結
合 さ れ た 導 光 部 材 4と を 使 用 し 、 光 源 11か ら の 光 を 導 光 部 材 4を 介 し て 紙 幣 挿 入 口 5に 誘 導
し 、 そ の 誘 導 さ れ た 光 で 紙 幣 挿 入 口 5を 照 射 す る 。 そ の 導 光 部 材 4は 、 マ ス ク 部 1内 の 紙 幣
シ ュ ー ト 路 8aの 少 な く と も 1つ の 面 を 形 成 し 、 光 源 11か ら 紙 幣 挿 入 口 5ま で 延 在 す る 部 分 4a
を 含 ん で い る 。 光 源 11か ら 紙 幣 挿 入 口 5ま で 延 在 す る 部 分 4aは 、 紙 幣 挿 入 口 5か ら 光 源 11に
向 か っ て 紙 幣 識 別 装 置 の 前 面 及 び 背 面 に 垂 直 な 方 向 に 延 在 し て い る 。 光 源 11か ら 紙 幣 挿 入
口 5ま で 延 在 す る 部 分 4aは 、 光 源 11と の 光 学 的 な 接 続 端 に お い て 、 少 な く と も 1つ の 光 源 の
大 き さ に 適 合 し た 幅 を 有 し 、 マ ス ク 部 1内 の 紙 幣 シ ュ ー ト 路 8aと 紙 幣 挿 入 口 5と の 境 界 部 分
に お い て 、 紙 幣 挿 入 口 5の 長 辺 の 長 さ に 適 合 し た 幅 を 有 す る よ う に 、 例 え ば 、 三 角 形 状 を
有 す る 板 状 に 形 成 さ れ る 。 紙 幣 シ ュ ー ト 路 8aの 少 な く と も 1つ の 面 の 一 部 を 形 成 し 、 光 源 1
1か ら 紙 幣 挿 入 口 5ま で 延 在 す る 部 分 4aを 含 む 導 光 部 材 4は 、 通 常 の 光 フ ァ イ バ で あ っ て も
よ い 。 ま た 、 伝 播 す る 光 の モ ー ド 分 散 が 問 題 と な ら な い き わ め て 短 い 距 離 で あ る た め 、 導
光 部 材 4は 、 プ ラ ス テ ィ ッ ク の コ ア と ク ラ ッ ド と を 有 す る プ ラ ス テ ィ ッ ク フ ァ イ バ 又 は ポ
リ マ フ ァ イ バ を 使 用 し て 形 成 し て も よ い 。 ま た 、 導 光 部 材 4は 、 光 導 波 路 用 フ ッ 化 ポ リ イ
ミ ド 等 の 材 料 で 形 成 し て も よ い 。 光 源 11か ら 発 せ ら れ る 光 は 、 導 光 部 材 4を 介 し て 紙 幣 挿
入 口 5に 至 り 、 紙 幣 挿 入 口 5を 光 照 射 す る 。 導 光 部 材 4の 紙 幣 挿 入 口 5側 の 端 部 の 表 面 は 、 導
光 部 材 4を 伝 播 し た 光 が 散 乱 す る よ う に 、 シ ボ (細 か い 凹 凸 )を 有 す る よ う に 形 成 さ れ る 。
こ う し て 、 紙 幣 挿 入 口 5に 至 っ た 光 は 、 紙 幣 挿 入 口 5の 中 心 部 分 の ご く 限 ら れ た 範 囲 の み な
ら ず 、 紙 幣 挿 入 口 5の 長 辺 に 沿 っ て 線 状 に 、 且 つ 、 紙 幣 挿 入 口 の 全 体 を 光 照 射 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 2図 に 示 さ れ て い る よ う に 、 紙 幣 識 別 部 2aは 、 回 転 軸 14に よ り 本 体 部 2に 着 脱 可 能 に 軸
結 合 さ れ る 。 光 源 11を 配 置 し た 主 基 板 6は 、 紙 幣 識 別 部 内 に 配 置 さ れ て い る 。 一 方 、 光 源 1
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1が 放 射 し た 光 を 紙 幣 挿 入 口 5に 誘 導 す る 導 光 部 材 4は 、 紙 幣 挿 入 口 5が 形 成 さ れ て い る マ ス
ク 部 1に 配 置 さ れ る 。 マ ス ク 部 1は 、 本 体 部 2に ね じ 等 に よ り 係 合 さ れ て い る 。 本 体 部 2か ら
紙 幣 識 別 部 2aを 取 り 外 し た 場 合 に は 、 第 2図 に 示 さ れ て い る よ う に 、 マ ス ク 部 1に 配 置 さ れ
た 導 光 部 材 4の 光 源 11と の 光 学 的 な 接 続 端 は 、 主 基 板 6に 配 置 さ れ た 光 源 11か ら 相 対 的 に 離
れ る こ と と な る 。 従 っ て 、 紙 幣 識 別 部 2aが 本 体 部 2に 取 り 付 け ら れ た と き に 、 マ ス ク 部 1に
配 置 さ れ た 導 光 部 材 4を 介 し て 、 紙 幣 識 別 部 2aの 主 基 板 6に 配 置 さ れ た 光 源 11か ら マ ス ク 部
1に 形 成 さ れ た 紙 幣 挿 入 口 5に 至 る 光 学 経 路 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 再 び 第 1図 に 戻 る と 、 マ ス ク 部 1に 形 成 さ れ た 紙 幣 挿 入 口 5と 本 体 部 2内 の 主 基 板 6上 に 配
置 さ れ た 光 源 11と は 、 導 光 部 材 4を 間 に は さ ん で 離 れ た 位 置 に 配 置 さ れ る 。 こ の 構 成 は 、
光 源 11を 主 基 板 6上 に 配 置 す る こ と に よ り 、 紙 幣 挿 入 口 5を 有 す る マ ス ク 部 1に 他 の 基 板 を
配 置 す る 必 要 性 を 排 除 す る 。 す な わ ち 、 検 出 素 子 等 の 電 子 素 子 は 、 主 基 板 6上 に 集 中 配 置
さ れ 、 マ ス ク 部 1は 、 い か な る 電 子 素 子 も 持 た な い 。 ま た 、 導 光 部 材 4を 直 線 的 に 紙 幣 挿 入
口 5か ら 光 源 11に 向 か っ て 延 在 す る 形 状 で は な く 、 例 え ば 、 U字 形 状 や L字 形 状 と す る こ と
に よ り 、 光 源 11の 主 基 板 6上 で の 位 置 を 任 意 に 選 択 す る こ と も 可 能 で あ る 。 従 っ て 、 紙 幣
搬 送 路 8に 沿 っ て プ リ ズ ム 12aが 配 置 さ れ て い る が 、 こ れ を 使 用 す る こ と に よ り 、 1つ の 光
源 に 紙 幣 挿 入 口 5を 光 照 射 す る 光 源 11と 紙 幣 挿 入 セ ン サ 12を 構 成 す る 光 源 12bの 双 方 の 役 割
を 担 わ せ て も よ い 。 さ ら に 、 光 源 11は 、 通 常 の 発 光 ダ イ オ ー ド (LED)を 使 用 し て 実 現 し て
も よ い が 、 面 発 光 素 子 を 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 ま た 、 上 記 の 実 施 形 態 に お い て は 、
紙 幣 シ ュ ー ト 路 8aの 少 な く と も 1つ の 面 の 一 部 を 導 光 部 材 4に よ り 形 成 し た が 、 よ り 具 体 的
に は 、 紙 幣 シ ュ ー ト 路 8aの 上 面 及 び /又 は 底 面 の 一 部 を 導 光 部 材 4に よ り 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に 従 っ た 紙 幣 識 別 装 置 は 、 紙 幣 識 別 装 置 内 部 の 紙 幣 挿 入 口 5と は
離 れ た 位 置 に 配 置 さ れ た 主 基 板 上 6の 光 源 11か ら の 光 を 導 光 部 材 4を 介 し て 紙 幣 挿 入 口 5に
誘 導 し 、 誘 導 し た 光 に よ っ て 紙 幣 挿 入 口 5を 広 範 囲 に わ た っ て 照 明 し 、 そ れ に よ り 紙 幣 挿
入 口 5に 近 接 し た 部 分 に 他 の 基 板 を 配 置 す る 必 要 性 を 排 除 す る こ と が 可 能 で あ る 。 さ ら に
、 本 発 明 に 従 っ た 紙 幣 識 別 装 置 は 、 光 源 11か ら 発 せ ら れ る 光 に よ り 、 紙 幣 挿 入 口 5の 中 心
部 分 の ご く 限 ら れ た 範 囲 の み な ら ず 、 紙 幣 挿 入 口 5の 長 辺 に 沿 っ て 線 状 に 、 且 つ 、 紙 幣 挿
入 口 の 全 体 を 光 照 射 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 上 の 説 明 は 、 本 願 発 明 の 一 実 施 例 に 関 す る も の で あ り 、 本 願 発 明 の 要 旨 は 、 こ れ に 限
定 し て 解 釈 さ れ る べ き も の で は な い 。 本 願 発 明 の 技 術 分 野 に お い て は 、 当 業 者 で あ れ ば 、
様 々 な 改 変 が 可 能 で あ る が 、 こ れ ら の 改 変 の 結 果 生 じ た 実 施 物 が 均 等 な も の で あ る 限 り 、
そ れ ら は 、 本 願 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 属 す る と い う べ き も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 従 っ た 紙 幣 識 別 装 置 の 断 面 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 従 っ た 紙 幣 識 別 装 置 に お い て 、 紙 幣 識 別 部 が 本 体 部 か ら 取 り 外 さ れ て い
る 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
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